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(54)【発明の名称】 診断装置

(57)【要約】
【課題】  画像の一部を表示した場合にもその画像が全
体画像のどの部分であるかが容易に分かる表示機能を持
つ診断装置を提供する。
【解決手段】  超音波プローブに内蔵された超音波振動
子により得られた超音波信号は超音波画像処理部、ＣＰ
Ｕボードにより、座標変換等されてモニタ１６にその全
体像表示エリア３１に全体像を表示すると共に、全体像
表示エリア３１中にその一部のエリアを指定するマーカ
３２を移動自在に表示し、このマーカ３２で指定された
エリア部分の像を選択部表示エリア３３に拡大して全体
像と同時に表示することにより、一部の像を表示した場
合にもその像が全体像のどの部分であるかが容易に分か
る表示を行うようにした。
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【特許請求の範囲】
【請求項１】  被検体を観察して得られる画像信号より
第１の画像データを生成する画像生成手段と、
観察画像を表示するための表示手段と、
前記画像生成手段で生成した第１の画像データを縮小し
て第２の画像データを得る縮小画像生成手段と、
前記第２の画像データによる縮小画像を前記表示手段に
表示するための縮小画像表示領域を設定する縮小画像領
域設定手段と、
前記縮小画像領域設定手段で設定された領域に表示され
た前記縮小画像の中の所望のエリアを指定するマ―カを
表示するマーカ表示手段と、
前記縮小画像の前記マーカ表示手段で表示されたエリア
に対応する前記第１の画像データを画像として表示する
領域を設定する指定エリア画像表示領域設定手段と、
前記第２の画像データによる縮小画像を前記表示手段の
前記縮小画像表示領域に表示し、前記マーカで指定され
た前記縮小画像に対応する部分の前記第１の画像データ
による画像を前記表示手段の前記指定エリア画像表示領
域に表示する画像表示処理手段と、
を備えたことを特徴とする診断装置。
【請求項２】  前記マーカを指定してスクロールを指示
することが可能なポインティングデバイスを更に有し、
前記画像表示処理手段は、前記ポインティングデバイス
の指示により前記マーカで指定された前記縮小画像に対
応する部分の前記第１の画像データによる画像をスクロ
ールして表示することを特徴とする請求項１記載の診断
装置。
【請求項３】  前記画像表示処理手段は、前記縮小画像
の所望のエリアを指定するマーカの位置に応じて前記ポ
インティングデバイスの指示するスクロールの方向を変
更することを特徴とする請求項２記載の診断装置。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】本発明は超音波診断画像など
を表示する診断装置に関する。
【０００２】
【従来の技術】近年、内視鏡に挿入し超音波画像を内視
鏡診断中に簡単に超音波診断が可能な細径プローブに超
音波振動子を備え、その振動子を回転運動させて、画像
を得るという超音波診断装置が開発されている。
【０００３】超音波画像はその観察部位により中心部を
見たい場合や、下半部または上半分またはその中間位置
に画像を持ってくる場合がある。これは、解剖学上臓器
の位置などにより通常見慣れた位置に臓器や観測部位を
表示させ診断をやりやすくする意味がある。そのために
画像を移動（スクロール）や回転（ローテーション）し
て最も観測しやすい位置に移動をさせる必要がある。
【０００４】例えば、特願平１１－３１９９３２号では
観測装置内部では十分に大きい画像を形成しておいて必
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要な部分を画像のスクロールによって希望する位置に持
ってくる方法をとっている。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】しかし、特願平１１－
３１９９３２号による方法では画像の一部を表示した場
合全体の中のどの部分が表示されているかわかりにくい
という不具合がある。またローテーションをトラックボ
ールのようなポインティングデバイスで行う場合、ポイ
ンティングデバイスのＸ方向の動作で行う場合画像の位
置によって不自然さが出てきてしまう場合がある。
【０００６】たとえばＸ方向のプラス方向を右回転と定
義すると、上半分の画像を表示した場合には自然な動き
に見えるが、下半分の画像を表示した場合動かした方向
と逆に画像が動くようなイメージになり非常に走査がし
にくかった。
【０００７】（発明の目的）本発明は、上述した点に鑑
みてなされたもので、画像の一部を表示した場合にもそ
の画像が全体画像のどの部分であるかが容易に分かる表
示機能を持つ診断装置を提供することを目的とする。ま
た、一部の画像を回転させて表示する場合にも、回転さ
せる操作と表示されている画像表示状態とが調和する方
向に回転させることができる操作性の良い表示機能を持
つ診断装置を提供することも目的とする。
【０００８】
【課題を解決するための手段】被検体を観察して得られ
る画像信号より第１の画像データを生成する画像生成手
段と、観察画像を表示するための表示手段と、前記画像
生成手段で生成した第１の画像データを縮小して第２の
画像データを得る縮小画像生成手段と、前記第２の画像
データによる縮小画像を前記表示手段に表示するための
縮小画像表示領域を設定する縮小画像領域設定手段と、
前記縮小画像領域設定手段で設定された領域に表示され
た前記縮小画像の中の所望のエリアを指定するマ―カを
表示するマーカ表示手段と、前記縮小画像の前記マーカ
表示手段で表示されたエリアに対応する前記第１の画像
データを画像として表示する領域を設定する指定エリア
画像表示領域設定手段と、前記第２の画像データによる
縮小画像を前記表示手段の前記縮小画像表示領域に表示
し、前記マーカで指定された前記縮小画像に対応する部
分の前記第１の画像データによる画像を前記表示手段の
前記指定エリア画像表示領域に表示する画像表示処理手
段と、を備えたことにより、縮小画像と共に、その縮小
画像における所望のエリアをマーカで指定することによ
り指定されたエリア部分の画像を縮小画像と同時に表示
することにより、マーカで指定された画像が縮小画像の
どの部分に対応するものであるかが容易に分かるように
している。
【０００９】
【発明の実施の形態】以下、図面を参照して本発明の実
施の形態を説明する。図１ないし図７は本発明の１実施
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の形態に係り、図１は本発明の１実施の形態の超音波診
断装置の全体構成を示し、図２はモニタでの初期状態
（標準状態）の表示例を示し、図３は図２においてマー
カを上方向に移動した場合での表示例を示し、図４は表
示動作の処理手順を示し、図５は図４の動作を行う際の
回転方向判別の代表例を示し、図６はマウスを右方向に
移動した場合の表示例を示し、図７は図６とは異なる画
像表示状態でマウスを右方向に移動した場合の表示例を
示す。
【００１０】図１に示すように本発明の１実施の形態の
超音波診断装置１は、生体内に挿入され、超音波の送受
を行う超音波プローブ２と、この超音波プローブ２が接
続される超音波観測装置３と、この超音波観測装置３に
接続される外部記録装置４とから構成される。
【００１１】超音波プローブ２は細長の挿入部５と、こ
の挿入部５の後端に設けられた術者が把持する把持部６
とを有し、この把持部６から延出されたケーブルの端部
に設けたコネクタ７とを有し、このコネクタ７は超音波
観測装置３に接続される。
【００１２】挿入部５を構成するシースの先端部内には
超音波を送受する超音波振動子８が内蔵され、この超音
波振動子８は挿入部５内に挿通されたフレキシブルシャ
フト９の先端に取り付けられ、このフレキシブルシャフ
ト９の後端は把持部６内の駆動部１０に接続され、この
駆動部１０を構成する図示しないモータを駆動すること
により、フレキシブルシャフト９を回転させてその先端
に取り付けた超音波振動子８を回転駆動してラジアル走
査ができるようにしている。
【００１３】このフレキシブルシャフト９の中空部内に
超音波振動子８に一端が接続された信号線が挿通され、
この信号線は駆動部１０の図示しないスリップリング等
を介してその他端がコネクタ７の接点に接続されてい
る。
【００１４】そして、コネクタ７から超音波観測装置３
内の送受信部１１と接続され、この送受信部１１から超
音波振動子７を駆動する送信信号がパルス状に出力され
ると共に、超音波振動子８から被検体側に出射され、音
響インピーダンスの変化する部分で反射された超音波が
超音波振動子８で受信されて電気信号、つまりエコー信
号に変換されて送受信部１１に入力され、増幅及び検波
等されて超音波画像処理部１２に入力される。
【００１５】そして、この超音波画像処理部１２でデジ
タル化された超音波画像データは、超音波画像処理部１
２が接続された例えばＰＣＩバス１３を経てＣＰＵボー
ド１４に入力される。このＣＰＵボード１４内で座標変
換等の画像処理が行われる。つまり、ラジアル走査によ
り直接得られる超音波データはラジアル方向に沿った音
線データであるので、これらを一旦メモリに格納して、
それを座標変換して直交座標系の画像データ（ＴＶ走査
信号）に変換して表示手段に表示する超音波画像データ
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を生成する。
【００１６】また、このＣＰＵボード１４では座標変換
により生成した超音波画像データを第１の画像（デー
タ）とすると、これを縮小して全体を表す第２の画像
と、選択された部分を示すマーカと、第２の画像におい
てマーカで指示された部分の超音波画像を示す第３の画
像及び患者データなどを表示するテキスト画像を生成す
る処理を行う。
【００１７】この処理された画像は、ＰＣＩバス１３を
経てＶＧＡボード１５に入り、画像表示の処理が行われ
てモニタ１６に出力され、モニタ画面に表示される。こ
の装置３のコントロール操作はＩ／Ｏボード１７に接続
されたマウス１８及びキーボード１９によって行われ
る。また、Ｉ／Ｏボード１７にはプリンタ２０が接続さ
れ画像のハードコピーが行えるようになっている。
【００１８】ＰＣＩバス１３にはＳＣＳＩボード２１が
接続され、ＳＣＳＩボード２１に接続される外部記録装
置４に画像データの記録が行われる。また、ＰＣＩバス
１３にはＬＡＮボード２２が接続され図示しない外部機
器とネットワークを構成することも可能である。
【００１９】本実施の形態では、上述のようにＣＰＵボ
ード１４は超音波画像の全体を示す第２の画像を生成
し、かつこの第２の画像における表示エリア（表示枠）
の指定用のマーカを移動自在に表示し、このマーカで指
定された表示エリア部分の画像を拡大して表示するため
の第３の画像を生成する。なお、後述するように、ＣＰ
Ｕボード１４はマウス１８の左右方向の移動により、第
３の画像を回転させて表示させる処理も行う。
【００２０】図２は本実施の形態における（マーカの移
動操作を行わない）初期状態（或いは標準状態）で、モ
ニタ１６の画面１６ａに表示される表示画像例である。
全体像表示エリア３１にはラジアル走査による全体像が
表示され、この全体像表示エリア３１の中のマーカ３２
で指示された領域部分（枠部分）が選択部表示エリア３
３に拡大して表示されるようになっている。また、表示
画面の上部側の患者情報エリア３４には患者情報が表示
されるようにしている。
【００２１】図３は、全体像表示エリア３１の中のマー
カ３２をキーボード１９の矢印キーの操作或いはマウス
１８で上側に動かした場合の表示例であり、上側に動か
したマーカ３２の枠部分の画像が選択部表示エリア３３
に拡大して表示されるようになる。この様に全体像表示
エリア３１内を自由に動かすことによって希望の部位を
拡大して表示させ、それを見ることが出来るようにして
いる。
【００２２】また、本実施の形態ではポインティングデ
バイスとしての例えばマウス１８の右或いは左に移動す
る操作で画像をローテーションさせることができるよう
にしている。この場合、画像をローテーションさせる方
向を選択部表示エリア３３に拡大して表示される画像部
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分、換言すると全体像表示エリア３１のマーカ３２で指
定された表示枠の位置に応じて回転方向を変更させるよ
うにしている。
【００２３】図４はこの場合の回転方向判別の動作のフ
ローチャートを示す。まず、最初のステップＳ１で画像
の中心位置の判断を行う。ＣＰＵボード１４内のＣＰＵ
は画像の中心位置が予め設定したスレッシュホールド
（閾値）の位置と比較して、スレッシュホールドより上
か下かを判断する。
【００２４】図５（Ａ）、（Ｂ）、及び（Ｃ）はその判
別の代表例を示し、図５（Ａ）は一点鎖線で示す画像の
中心Ｏが中央位置にある初期値の状態を示し、この中央
位置より上側の所定の位置に点線で示すスレッシュホー
ルドＴｈの位置が予め設定されている。なお、スレッシ
ュホールドＴｈの位置を変更設定することもできる。そ
して、マーカ３２による表示枠が上方に移動されて例え
ば図５（Ｂ）に示すような状態になると、画像の中心Ｏ
はスレッシュホールドＴｈの位置より上と判断される。
【００２５】また、マーカ３２による表示枠が下方に移
動されて例えば図５（Ｃ）に示すような状態になると、
画像の中心ＯはスレッシュホールドＴｈの位置より下と
判断される。ステップＳ１で画像の中心Ｏがスレッシュ
ホールドＴｈの位置より下と判断されるとステップＳ２
に移り、画像の中心ＯがスレッシュホールドＴｈの位置
より上と判断されるとステップＳ３に移る。
【００２６】ステップＳ２及びＳ３ではマウス１８のＸ
方向の増量を判断する。ステップＳ２でマウス１８のＸ
方向の増量を判断して、＋方向（増加方向）の増量であ
ると判断した場合にはステップＳ４に移り、マウス１８
の右方向の移動に対して画像を右回転させる処理を行
う。
【００２７】図６はこの場合の画像を示す。マウス１８
を右に動かした場合の画像のローテーションを示した物
であり、マウス１８の右移動に対して、選択部表示エリ
ア３３に表示される画像は矢印で示すように右回転され
る。また、図４のステップＳ２の判断において、－方向
（減少方向）の増量であると判断した場合にはステップ
Ｓ５に移り、マウス１８の移動に対して画像を左回転さ
せる処理を行う。
【００２８】また、ステップＳ３でもマウス１８のＸ方
向の増量を判断して、＋方向（増加方向）の増量である
と判断した場合にはステップＳ５に移り、マウス１８の
右方向の移動に対して画像を左回転させる処理を行う。
【００２９】図７はこの場合の画像を示す。この場合は
画像の下側が主に表示されている為、図６と同じ処理を
した場合、マウス１８の動きと画像の動きが逆に動くよ
うな動作をする為、マウス１８を右に動かした場合には
左回転をする処理を行うようにしている。つまり、マウ
ス１８の右移動に対して、選択部表示エリア３３に表示
される画像は矢印で示すように左回転される。
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【００３０】また、図４のステップＳ３の判断におい
て、－方向（減少方向）の増量であると判断した場合に
はステップＳ４に移り、マウス１８の左移動に対して画
像を右回転させる処理を行う。なお、本実施の形態では
マウス１８の左右方向の移動操作を拡大画像を回転させ
る機能に割当てたが、マウス１８以外の操作手段、例え
ばトラックボールの回転操作で拡大画像を回転させるよ
うに割当てても良い。
【００３１】このように本実施の形態によれば、全体画
像を表示して、その全体画像中の一部の領域を指定する
マーカを移動させることにより、指定された領域部分の
画像も同時に拡大して表示する構成であるので、拡大し
て表示される部分が全体画像のマーカにより分かり易く
できると共に、回転させる操作を行った場合にも、実際
に拡大表示されている画像状態に応じて回転方向を判別
してその画像状態に対して自然な方向に回転させるよう
にしているので実際に表示させたい画像表示状態への設
定操作がし易くなる。つまり、使い勝手の良い或いは操
作性が良い超音波診断装置１を実現できる。
【００３２】換言すると、本実施の形態によれば、観測
したい部位を全体像を認識しながら自由に選択すること
ができる。また、画像のローテーションも画像の位置に
応じて回転方向を変えることにより、操作に対して自然
な表示動作をさせることが出来る。
【００３３】なお、上述の説明において、マーカ３２は
上下方向のみに移動（スクロール）自在とするものに限
定されるものでなく、左右方向等にも移動自在にしても
良い。もちろん、その移動操作に対応して選択部表示エ
リア３３に表示される画像が変化する。また、マーカ３
２のエリアの大きさを変更できるようにしても良い。こ
の場合には、例えば指定されるエリアの大きさにより、
選択部表示エリア３３に表示される画像の拡大率を変更
する。なお、本実施の形態では、超音波画像を表示する
例で説明したが、被検体の画像を生成して表示する診断
装置に広く適用できる。
【００３４】［付記］
１．被検体を観察して得られる画像信号より第１の画像
データを生成する画像生成手段と、観察画像を表示する
ための表示手段と、前記画像生成手段で生成した第１の
画像データを縮小して第２の画像データを得る縮小画像
生成手段と、前記第２の画像データによる縮小画像を前
記表示手段に表示するための縮小画像表示領域を設定す
る縮小画像領域設定手段と、前記縮小画像領域設定手段
で設定された領域に表示された前記縮小画像の中の所望
のエリアを指定するマ―カを表示するマーカ表示手段
と、前記縮小画像の前記マーカ表示手段で表示されたエ
リアに対応する前記第１の画像データを画像として表示
する領域を設定する指定エリア画像表示領域設定手段
と、前記第２の画像データによる縮小画像を前記表示手
段の前記縮小画像表示領域に表示し、前記マーカで指定
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された前記縮小画像に対応する部分の前記第１の画像デ
ータによる画像を前記表示手段の前記指定エリア画像表
示領域に表示する画像表示処理手段と、を備えたことを
特徴とする診断装置。
【００３５】２．付記１の診断装置において、前記マー
カを指定してスクロールを指示することが可能なポイン
ティングデバイスを更に有し、前記画像表示処理手段
は、前記ポインティングデバイスの指示により前記マー
カで指定された前記縮小画像に対応する部分の前記第１
の画像データによる画像をスクロールして表示すること
を特徴とする診断装置。
３．付記２の診断装置において、前記画像表示処理手段
は、前記縮小画像の所望のエリアを指定するマーカの位
置に応じて前記ポインティングデバイスの指示するスク
ロールの方向を変更することを特徴とする診断装置。
【００３６】４．生態組織に向けて送信した超音波の反
射波によるエコー信号から生成される断層像の超音波画
像を観察するとともに、前記超音波画像とは異なる画像
を観察できる超音波診断装置において、送受波により得
られた受信信号をＴＶ走査信号へと座標変換する座標変
換手段と、得られた画像を縮小して全体を表示する第１
の表示画像と、画面上に詳細な画像を表示する第２の画
像と第１の表示画像上に第２の画像で表示できるエリア
を示すマーカを表示することを特徴とする超音波診断装
置。
【００３７】５．付記４の超音波診断装置において、第
１の画像のマーカをポインティングデバイスによってス
クロールすることを特徴とする超音波診断装置。
６．付記５の超音波診断装置において、第１の画像のマ
ーカをポジションに応じてポインティングデバイスのス
クロール方向を変更することを特徴とする超音波診断装
置。
【００３８】７．被検体を観察して得られる画像信号よ
り全体画像を生成する全体画像生成手段と、前記全体画
像を第１のエリアに表示する表示手段と、前記全体画像
の中の一部のエリアを移動自在に指定するマ―カを表示
するマーカ表示手段と、前記マーカ表示手段で指定され
たエリアに対応する前記全体画像の一部の部分画像を前
記表示手段の第２のエリアに拡大して前記全体画像と同
時に表示する部分画像表示手段と、を備えたことを特徴
とする診断装置。
【００３９】
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【発明の効果】以上説明したように本発明によれば、全
体像（縮小画像）と共に、その全体像における所望のエ
リアをマーカで指定することにより指定されたエリア部
分の画像を全体像と同時に表示することにより、マーカ
で指定された画像が全体像のどの部分に対応するもので
あるかが容易に分かる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の１実施の形態の超音波診断装置の全体
構成を示すブロック図。
【図２】モニタでの初期状態（標準状態）の表示例を示
す図。
【図３】図２においてマーカを上方向に移動した場合で
の表示例を示す図。
【図４】表示動作の処理手順を示すフローチャート図。
【図５】図４の動作を行う際の回転方向判別の代表例を
示す図。
【図６】マウスを右方向に移動した場合の表示例を示す
図。
【図７】図６とは異なる画像表示状態でマウスを右方向
に移動した場合の表示例を示す図。
【符号の説明】
１…超音波診断装置
２…超音波プローブ
３…超音波観測装置
４…外部記録装置
８…超音波振動子
１１…送受信部
１２…超音波画像処理部
１３…ＰＣＩバス
１４…ＣＰＵボード
１５…ＶＧＡボード
１６…モニタ
１６ａ…画面
１７…Ｉ／Ｏボード
１８…マウス
１９…キーボード
２０…プリンタ
２１…ＳＣＳＩボード
３１…全体像表示エリア
３２…マーカ
３３…選択部表示エリア
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